
 
設計段階におけるプレキャストコンクリート製品の導⼊に当たっての 
留意事項（案） 

 
１ 対象業務 

⻑野県農政部が発注するコンクリート構造物を含む設計業務 
その他業務であっても以下の勘案する項⽬の⽐較が有効な場合は対象とする。 

 
２ 設計段階における⽐較案作成の考え⽅ 
  設計段階におけるコンクリート構造物の⽐較案作成に当たっては、個々の現場条件に応じて、⼯期

等を考慮のうえ、以下に⽰すような項⽬についても勘案し、検討するものとする。また、これら以外
にも計上可能な要素（⼯期短縮効果、安全性向上効果、施⼯性、周辺交通に与える影響等）について
は、適宜勘案し、検討するものとする。 

 
＜勘案する項⽬（例）＞ 

   ・本体⼯事費 
   ・仮設⼯に関する費⽤（⼟留⼯、⽔替⼯等） 
   ・安全費に関する費⽤（交通誘導警備員等） 
   ・残⼟処理⼯に関する費⽤ 
   ・構造物の詳細設計に関する費⽤ 
   ・共通仮設費 
   ・維持管理費、補修費 
 

＜検討イメージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 特別仕様書への記載 
  ⽐較案作成及び検討に当たっては、勘案する項⽬等を特別仕様書に記載し、実施するものとする。 

（特別仕様書の記載例については、別途通知。） 
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